

























































































































































































































































































































内 強欲 。 。
n廿－ 意地汚さ 。 × 
面 格 嫉妬
。 × 
か 負け惜しみ 。 × 
ら 臆病 。 × 
見 のんびり屋 × 。




稽 無知・くそまじめ 。 。
事件 笑劇・
茶番 。 。





a とぼけ 。 。
表 性 。 × 
現 皮肉 。 × 
面 説 誇張 × 。
か 街学 × 。
ら 多弁・羅列 × 。
見 落ち × 。
た 縁語 。 。
滑 特徴ある 古典の文句 。 。
稽
3目当己
言葉の 故事 。 。
響き 諺 。 × 
韻 語呂合わせ
。 × 

























































猶、 『膝栗毛jにおける滑稽技法の文例は、 主に発端・初編・ 三編上・五編上・七編上・八編下か
ら取り上げた。
⑧『膝栗毛jにおける滑稽の技法を数える為に、先ず本稿では発端・初編・ 三編上・五編上・七編
上・八編下をサンプルの範囲とした。ここで「割合Jとは、これらと f興甫停jの各々の作品中で
占める技法の割合という意味で使っている。
⑨ f日本国語大辞典jによれば、街学とは学問や知識があることを自慢したり、見せびらかしたりす
ることをし、う。
⑩ f膝栗毛jにおいて狂歌は、作品中の事件にまとまりを付けて話の区切りを示すという役割をも担
っている。しかし、突飛な終わり方をすることで笑わせるのが「落ちJであるというとき、 f膝栗
毛』では狂歌が落ちとして働いたので可笑しいというよりは、狂歌の中に織り込まれた様々な言葉
の酒落の為に可笑しいといえそうだ。従って、 f膝栗毛Jにおける狂歌を落ちの技法としては見な
していない。
⑪ f文芸用語の基礎知識j（至文堂、 1988年）によれば、訊刺は作品としては時代・社会の欠陥・不
合理を摘発するものを指すという。
-84-
＊酎輯要旨
ロパート・キャンベル氏は、（『興甫伝jを含む）パンソリが文字化されたのはいつ頃か、パンソリ
という芸能と毎年出版されていく 『膝栗毛jとでは、メディアの違いによる笑いの違いがあるのでは
ないか、と尋ね、発表者は、パンソリは18世紀初めに発生し、 f興甫伝jも18世紀半ばから愛唱され、
文字化されたのは1860年代である、メディアの違いについては私も考えたが、全体のストーリーの比
較ではなく 、個々の修辞法の比較なので、意味があるだろうと考えた、と答えた。
武井協三氏は、「ノル甫」という主人公の名前の意味は何か、実は佐渡に伝わる「のろま人形Jの
造形に韓国からの影響があると言われているが、名前も影響されているかもしれないと思ったので、
と尋ね、発表者は「輿甫」の「輿jは出世、「ノル甫」の「ノルJは遊ぶ、という意味で、「ノル」は
固有の言葉で漢字が宛てられない、と答えた。
??? ?
